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Critical Appraisal Worksheet – ⑥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                 
1 人々がどのように感じるかの指標を健康関連QOL health-related quality of life (HRQL) と呼ぶ。JAMA-UGでは、一般名であ

るHRQL を、患者の不快感、苦痛、障害の自己評価または観察者による評価のすべてを言及するのに用いる。 

 

健康関連QOL（HRQL）1   

JAMA医学文献ユーザーズガイド 10.5章参照 
このシートは「JAMA 医学文献ユーザーズガイド第 2 版」を利用し EBM を理解するための補助ツールです。本
シートに記載されている項目は、書籍「JAMA 医学文献ユーザーズガイド」及び、オンライン JAMAevidence 
(2011 年 1 月時点) に発表されているものです。表内の青色で示すイタリック表示部は、JAMAevidence や
McMaster大学のEBM working group (Guyatt 教授より提供, 2008) のワークシートを参考としているため、書籍
内容と異なっている場合があります。本シートは自由に利用してかまいませんが、間違いや改善点がありました
らご連絡ください（相原： ezy01757@nifty.ne.jp） 

引用  

Ⅰ 結果は妥当か 

1 

研究者らは，患者が重要と考える患者の

生活の側面を測定しているか 

 患者が重視する、患者の健康関連QOLにお

ける重要な側面が、研究者によって見落とさ

れていないか 

 

2 

ツールは信頼できるか（重症度を測定する

時），もしくは敏感か（変化を測定する時） 

 健康状態の重症度の反復測定値は、一貫し

ているか (信頼できるか) 

 反復測定値は、経時的な健康状態の変化に

合致 (対応) しているか 

 

3 

ツールは、他の測定結果と，あるべき形で

関連しているか 

 QOL ツールが単独で評価され、意図される

患者体験が測定されることが確認されている

か 

 ツール測定値の経時的変化が、その他の関

連測定値の変化と相関することが示されてい

るか 
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コメント： 

 

Ⅱ 結果は何か 

1 

どのようにスコアを解釈できるか 

 ツールによって推定された、健康関連

QOL に対する効果の大きさは、最小重要

差に関する独立した指標によって裏付けら

れているか 

 効果サイズは算出されたか 

 一定の利益を達成した患者の割合に基づ

き、治療必要数 (NNT) を算出できるか 

 

 

Ⅲ 結果を患者のケアにどのように適用できるか 

1 

研究からの情報は，あなたの患者が重要と考

える生活側面に対処していか 

 患者にとって、研究から得られる情報は、

治療に関し、情報に基づく意思決定を行う

ための参考となるか 

 研究デザインは、診療をシミュレートしてい

るか 

 

 

まとめ 

 


